
総総

務務

建建

設設

経経

済済

新田辺
駅東口

観
光
政
策
に
つ
い
て
経

済
の
活
性
化
、
地
域
の
活
性

化
、
歴
史
的
遺
産
や
史
実
の

掘
り
起
こ
し
、
そ
の
保
存
・

南

部

登
志
子

議
員
（
一
新
会
）エレベーター設置が望まれる

近鉄新田辺駅東口

周
知
と
い
う
３
つ
の
ポ
イ
ン

ト
に
焦
点
を
絞
り
な
が
ら
、

ハ
イ
キ
ン
グ
愛
好
者
、
寺
社

め
ぐ
り
愛
好
者
、
歴
史
や
考

古
学
の
本
格
的
な
学
び
手
ご

と
に
適
し
た
、
観
光
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
や
一
休
寺
ま

で
の
道
の
り
を
楽
し
め
る
よ

う
、
市
内
の
町
並
み
を
工
夫

し
た
り
、
商
業
の
活
性
化
を

促
す
た
め
に
飲
食
店
や
商
店

の
案
内
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

経
済
環
境
部
長

現
在
、

観
光
地
と
市
の
特
産
品
の
紹

介
等
を
兼
ね
た
イ
ラ
ス
ト
マ

ッ
プ
等
の
作
成
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

現
在
商
工
会
館
の
中
に

あ
る
観
光
案
内
所
を
、
駅
構

内
も
し
く
は
駅
近
辺
へ
と
移

動
さ
せ
、
土
日
も
平
日
と
同

じ
よ
う
に
開
所
で
き
る
よ

う
、
財
政
的
支
援
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

経
済
環
境
部
長

観
光
協

会
と
一
緒
に
協
議
を
し
て
い

き
た
い
。

本
町
周
辺
の
道
路
に
つ

い
て
、
府
道
八
幡
木
津
線
と

旧
３
０
７
号
線
の
側
道
を
整

備
し
、
通
学
・
通
園
す
る
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
し

て
ほ
し
い
。

建
設
部
長

拡
幅
は
非
常

に
困
難
な
状
況
で
、
対
策
と

し
て
山
手
幹
線
等
の
バ
イ
パ

ス
の
早
期
完
成
に
向
け
て
京

都
府
と
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
府
道

の
側
道
の
危
険
箇
所
に
つ
い

て
は
、
京
都
府
へ
修
繕
の
要

望
を
し
、市
道
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
修
繕
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。

近
鉄
新
田
辺
駅
の
東
口

は
、
電
車
を
利
用
す
る
人
の

み
な
ら
ず
、
東
西
へ
の
通
路

と
し
て
も
、
多
く
の
市
民
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
階
段
が

長
く
て
危
険
な
た
め
、
早
急

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

経
済
環
境
部
長

近
鉄
全

体
の
中
で
、
ま
だ
設
置
さ
れ

て
い
な
い
駅
舎
を
優
先
的
に

進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
現
在
増
設
の
予
定
は

な
い
が
、
状
況
を
把
握
し
つ

つ
近
鉄
に
要
望
し
た
い
。

山

下

勝

一

議
員
（
自
民
党
）

分
権
時
代
に
突
入
し
た

現
在
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最

大
限
活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は

職
員
の
職
務
に
対
す
る
意
識

改
革
並
び
に
将
来
に
備
え
た

人
材
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
早

期
に
人
材
育
成
基
本
方
針
を

策
定
し
、
方
針
に
沿
っ
た
実

施
計
画
な
ど
を
立
て
、
分
権

時
代
に
応
じ
た
体
制
を
整
え

行
政
運
営
を
推
進
し
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
き
と
考

え
る
が
市
の
考
え
を
問
う
。

市
長
公
室
長

分
権
型
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
自
治
体
運

営
を
進
め
る
た
め
に
は
、
そ

の
組
織
の
担
い
手
で
あ
る
職

員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成

を
効
果
的
に
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
人
材
育
成
を
計
画

的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
人

材
育
成
基
本
方
針
な
ど
を
作

成
し
、
そ
の
方
向
性
を
示
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

防
災
課
題
に
つ
い
て
。

公
の
施
設
や
地
域
の
公

民
館
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
防

災
無
線
を
有
効
適
切
に
管
理

運
用
す
る
た
め
、
地
域
防
災

無
線
運
用
管
理
規
程
を
設
け

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

総
務
部
長

防
災
無
線
運

用
管
理
規
程
の
制
定
は
出
来

る
だ
け
早
期
に
内
容
を
十
分

検
討
し
整
備
し
て
い
き
た
い
。

災
害
発
生
が
予
測
さ
れ

る
場
合
、
当
該
地
域
の
市
政

協
力
員
等
に
防
災
無
線
が
配

備
さ
れ
た
公
民
館
等
に
待
機

出
動
を
要
請
す
る
考
え
は
。

総
務
部
長

災
害
時
に
は

コミュニティホールで開かれた職員研修会

市
民
及
び
地
域
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
防
災
体
制
の
確

立
が
重
要
で
あ
り
、
待
機
と

併
せ
、
よ
り
実
効
性
あ
る
体

制
確
立
に
取
り
組
み
た
い
。

隔
年
行
わ
れ
て
い
る
現

地
防
災
訓
練
は
実
践
型
で
。

総
務
部
長

各
区
、
自
治

会
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
訓
練
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

下
水
道
事
業
の
将
来
的

構
想
と
し
て
公
営
企
業
化
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
。

水
道
部
長

直
ち
に
公
営

企
業
化
移
行
は
無
理
だ
が
、

下
水
道
事
業
の
効
率
的
か
つ

能
率
的
な
運
営
を
目
指
す
た

め
企
業
化
は
不
可
欠
で
あ
り

課
題
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

新
田
辺

駅
東
側

増

富

理
津
子

議
員
（
共
産
党
）

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
て
４
年
半
に
な
る
。

制
度
見
直
し
に
向
け
て
の
議

論
が
厚
労
省
内
で
進
め
ら

れ
、
社
会
保
障
審
議
会
・
介

護
保
険
部
会
で
意
見
書
が
ま

と
め
ら
れ
た
。
わ
が
市
の
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、
基
盤

整
備
、
ヘ
ル
パ
ー
の
労
働
状

況
な
ど
の
到
達
を
踏
ま
え
、

今
後
の
課
題
は
。
ま
た
社
会

保
障
審
議
会
報
告
書
に
対
す

る
市
長
の
考
え
は
。

福
祉
部
長

介
護
認
定
者

は
高
齢
者
の

・
７
％
、
利

用
者
は
そ
の
う
ち
７
割
。
施

設
と
在
宅
介
護
の
割
合
は
二

対
八
と
介
護
保
険
が
目
指
す

望
ま
し
い
形
。
京
田
辺
市
と

し
て
課
題
は
特
に
な
い
。

市
長

総
合
的
な
介
護
予

防
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ

と
が
必
要
。
介
護
と
支
援
費

の
統
合
に
つ
い
て
は
一
言
で

言
う
と
ま
だ
早
い
。
も
っ
と

研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

障
害
者
支
援
費
制
度
が

導
入
さ
れ
て
一
年
。
申
請
や

利
用
状
況
、
基
盤
整
備
な
ど

を
踏
ま
え
今
後
の
課
題
は
。

福
祉
部
長

従
来
の
措
置

制
度
と
比
べ
家
事
援
助
を
中

心
に
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
大

幅
に
伸
び
て
い
る
。
施
設
整

備
へ
の
支
援
や
事
業
者
の
確

保
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

制
度
化
な
ど
障
害
者
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
支
援
体
制
の
整

備
が
最
大
の
課
題
。

近
鉄
新
田
辺
駅
東
側
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

住
宅
街
に
接
し
た
商
店
街
を

も
つ
地
域
で
あ
る
だ
け
に
、

歩
い
て
買
い
物
が
で
き
る

ラ
イ
フ
エ
リ
ア
構
想

バ

リ
ア
フ
リ
ー

の
ま
ち
づ
く

り
や
空
き
店
舗
支
援
対
策

な
ど
賑
わ
い
あ
る
商
店
街
を

取
り
戻
す
施
策
な
ど
市
と
し

て
の
基
本
構
想
は
。
ま
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
住
民

参
加
の
審
議
会
の
設
置
を
。

建
設
部
長

ま
ち
づ
く
り

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

調
査
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
前
提
と
し
た
安
全

か
つ
快
適
な
駅
前
と
道
路
の

整
備
を
目
指
す
。
地
域
活
性

化
を
視
野
に
入
れ
た
事
業
計

画
を
検
討
。
審
議
会
は
土
地

所
有
者
、
事
業
者
と
も
話
し

合
い
調
整
。

近鉄新田辺駅東側の商店街

京田辺市
明るい選挙推進協議会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
２
面
右
１
段
目
他
）

本
来
、
仕
事
場
・
作
業
場

の
意
味
。
こ
こ
で
は
、
市
民

・
行
政
・
専
門
家
・
企
業
な

ど
様
々
な
人
々
が
参
加
し
、

地
域
の
課
題
や
問
題
を
お
互

い
に
協
力
し
解
決
す
る
た
め

に
自
由
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
意
思
決
定
を
す
る
研

究
会
、
検
討
会
の
こ
と
。

外
部
監
査
制
度

（
２
面
左
４
段
目
）

市
が
外
部
の
監
査
人
（
弁

護
士
、
税
理
士
、
公
認
会
計

士
な
ど
監
査
事
務
に
精
通
し

た
も
の
）
と
契
約
し
て
財
務

な
ど
の
監
査
を
受
け
る
制
度

の
こ
と
。

電
子
入
札

（
３
面
右

段
目
）

国
や
地
方
自
治
体
が
発
注

す
る
工
事
な
ど
の
入
札
手
続

き
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

行
う
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。
電

子
入
札
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
業
者
の
競
争
性
の
確

保
、
受
注
機
会
の
拡
大
や
建

設
コ
ス
ト
の
縮
減
、
事
務
の

効
率
化
な
ど
が
図
ら
れ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

ラ
イ
フ
エ
リ
ア
構
想

（
４
面
右

段
目
）

高
齢
者
の
徒
歩
圏
内
に
、

生
活
用
品
や
食
品
が
購
入
で

き
る
店
舗
や
医
療
・
福
祉
施

設
な
ど
を
配
置
す
る
な
ど
、

高
齢
者
を
意
識
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
た
め
の
構
想
の

こ
と
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
７
面
右
３
段
目
）

生
活
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ

ス
を
地
域
、
所
得
な
ど
に
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
、
国
内

ど
こ
で
も
適
切
な
料
金
で
公

平
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
。

年（平成 年） 月 日


